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たまねぎレポート【第４１１号】 

 

令和４年１月２７日  

  阪南青果株式会社 

社 内 報 

 昨年１２月の天候は、全国的に寒暖の差が大きかった。降水(降雪)量は、北

日本の日本海側でかなり多かった。 日照時間は、西日本の太平洋側と沖縄・

奄美でかなり多かった。月後半に日本海側を中心に大雪となった。北海道は、

月前半は高温、後半は低温で、下旬の日本海側は記録的な大雪に見舞われた。

１月は全国的に平年に比べ気温の低い日が多い。 

 気象庁の２～４月の３か月予報では、平均気温は北日本で高い確率５０％、

沖縄・奄美で平年並み、または低い確率ともに４０％である。月別予報は次の

通り。 

 ２月、北日本の日本海側では、平年と同様に曇りや雪の日が多い。東・西日

本の日本海側では、平年と同様に曇りや雪または雨の日が多い。北・東・西日

本の太平洋側では、平年と同様に晴れの日が多い。沖縄・奄美では、平年と同
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様に曇りや雨の日が多い。 

 ３月、北日本の日本海側では、平年に比べ曇りや雪または雨の日が少ない。

北日本の太平洋側では、平年と同様に晴れの日が多い。東日本の日本海側では、

天気は数日の周期で変わるが、平年に比べ曇りや雨または雪の日が少ない。 

東・西日本の太平洋側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの

日が多い。西日本の日本海側では、天気は数日の周期で変わる。沖縄・奄美で

は、天気は数日の周期で変わり、平年同様に曇りや雨の日が多い。 

 ４月、北・東日本の日本海側と沖縄・奄美では、天気は数日の周期で変わ

る。北・東日本の太平洋側と西日本では、天気は数日の周期で変わり、平年と

同様に晴れの日が多い。 

 

野菜の概況 

建値市場の１２月の野菜の販売量は、２２５，７７３トン前年比９６％（前月比９

９％）、平均単価はｋｇ￥２２６前年比１１５％（前月比１１１％）。市場別には多少

のバラツキがあるものの、総じては入荷減の単価高となっている。市場別の販

売量と平均単価は、札幌市場の販売量は前年比９８％、平均単価は㎏￥１９２

前年比１１７％。東京市場の販売量は前年比９６％、平均単価は Kg￥２３９前

年比１１３％。名古屋市場の販売量は前年比９３％、平均単価は㎏￥２１９前年

比１２０％。大阪本場の販売量は前年比９７％、平均単価は㎏￥２２７前年比１

１８％。福岡市場の販売量は前年比９６％、平均単価は㎏￥１８２前年比１１

４％となっている。 

建値市場の１２月の玉葱の販売量は２４，７９１トンで前年比８６％、（前月比

９９％）、平均単価はｋｇ￥１６１前年比２２４％（前月比１０８％）。市場別には多

少のバラツキはあるものの総じては、入荷減の単価高となっている。市場別で
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は、札幌市場の販売量は３，８１４トン前年比９７％、平均単価はｋｇ￥１２５前年

比２１６％。東京市場の販売量は８，９４２トン前年比９０％、平均単価はｋｇ￥１

８２前年比２４１％。名古屋市場の販売量は６，５３７トン前年比８２％、平均単

価はｋｇ￥１４９前年比２０９％。大阪本場の販売量は３，５９０トン前年比７６％、

平均単価はｋｇ￥１６４前年比２２２％。福岡市場の販売量は１，９０８トン前年比

８２％、平均単価はｋｇ￥１６９前年比２０９％となっている。今月も大阪本場の販

売減が目につく。 

日本農業新聞社の調べでは、主要７地区代表卸７社の１２月の主要野菜１４

品目の販売量と単価は、販売量が９９，５３４トン前年比５％減、平年（過去５年

平均値）比４％減。平均単価はｋｇ￥１３３前年比２０％高、平年比３％安となっ

ている。販売量が前年比増の品目は、ネギが前年比７％増、ニンジンが４％増、

ホウレンソウ・ピーマン・サトイモが２％増の５品目。販売量が前年比減の品目

はジャガイモが前年比１６％減、トマトが１０％減、タマネギが７％減など７品目。

前年と同量が２品目。前年比高となった品目はタマネギがｋｇ￥１３４で前年比１

２０％高、ジャガイモがｋｇ￥１７５で４７％高、トマトがｋｇ￥３８６で３３％高、レタ

スがｋｇ１５６で２６％高など６品目。前年比安の品目は、ネギがｋｇ￥２７６で前

年比２５％安、ニンジンがｋｇ￥８０で１３％安、キャベツがｋｇ￥５４で８％安、な

ど６品目となっている。 

東京都中央卸売市場の１２月の野菜の入荷量は、１２３，１１１トン前年比９

６％（前月比１００％）。平均単価はｋｇ￥２３９前年比１１３％（前月比１１１％）で

入荷は前年比やや減で、価格は前年比前月比ともやや髙くなっている。タマネ

ギ、バレイショが前年比大幅高、ネギ、キャベツが大幅安となっている。主要１５

品目で入荷が前年比増の品目は、サトイモが前年比１１２％、キャベツが１０

６％、ネギが１０３％など６品目。入荷が前年比減の品目は、バレイショが前年
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比８０％、タマネギが９０％、ホウレンソウが９２％など９品目となっている。価格

は前年比高の品目は、タマネギがｋｇ￥１８２で前年比２４１％、バレイショがｋｇ

￥２１４で１５１％、レタスがｋｇ￥１９５で１３６％など７品目。前年比安の品目は

ネギがｋｇ￥２６０で前年比７９％、キャベツがｋｇ￥５６・ニンジンがｋｇ￥１０３・サ

トイモがｋｇ￥３１６でともに８９％など８品目となっている。 

 

東京都中央卸売市場の１２月の入荷量と単価 

品   目 入荷量 前年比 前月比 単 価 前年比 前月比 

  ( t ) ( % ) ( % ) ( \/kg ) ( % ) ( % ) 

野 菜 総 数 123,111 96.3 100 239 113.3 111.2 

た ま ね ぎ 8,942 90.1 109.7 182 240.5 107.7 

は く さ い 15,358 93.6 97.3 34 113.2 81 

キ ャ ベ ツ 13,993 105.7 90.5 56 89 82.4 

だ い こ ん 10,778 100.6 92.9 60 95.5 109.1 

に ん じ ん 8,567 95.3 108 103 89.4 100 

レ  タ  ス 6,595 95 94 195 135.8 140.3 

ば れ い し ょ 6,877 80.2 115.6 214 150.8 109.7 

ト  マ  ト 4,478 92.7 100 452 132.2 88.3 

ね     ぎ 5,696 102.6 105.6 260 79.3 114 

か ぼ ち ゃ 2,464 104.3 100.9 226 103.5 150.7 

な が い も 813 84.9 130.4 302 95 99.7 

れ ん こ ん 1,157 83.4 126 597 159.5 143.9 

に ん に く 223 85.8 103.2 1,112 95 102.5 
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玉葱の概況  

需要（市場）の動き 

東京市場 

東京都中央卸売市場の１２月の玉葱の入荷量は８，９４２トン前年比９０％

（前月比１１０％）。主力の北海物の入荷は８，２８４トン前年比８６％、占有率は

９３％前年比４ポイントダウン。中国物は５４６トン前年比３５４％、占有率は６％

前年比４ポイントアップ。佐賀物は５８トン前年比９１％、占有率は１％で前年と

同じ。総平均単価はｋｇ￥１８２前年比２４１％（前月比１０８％）。産地別では、

北海物はｋｇ￥１８５前年比２５１％。中國物はｋｇ￥１２０前年比１２４％。佐賀物

はｋｇ￥３３０前年比９１％。となっている。 

１月に入り、主力の北海物は年内出荷が前進化したことや、年末からの大雪

による輸送の乱れ等で初荷の入荷が後ズレし、直送品の入荷は月半ばとなっ

た。市場関係者の越年在庫は、異常高値を警戒し少なかった。静岡の早生玉

葱は、寒波による低温続きで球肥大が遅れ、入荷量は計画比半減状態が続い

た。月前半の総販売量は前年比６０％前後となったが、目立った品不足はなく、

相場は保合で推移した。月半ばから北海物の入荷は正常に復したが、球流れ

は小粒化で、２Ｌ、Ｌ大級が少なく、Ｌ、Ｍ級中心で、２Ｌ、Ｌ大の品不足が続いて

いる。北海物は産地在庫が少なく、此の先、当分は品不足が続きそうだ。静岡

物の入荷は依然少なく、正常な入荷は２月ズレ込みそうだ。 

１月５日～２０日の入荷量は４，５５２トン前年比８２％、平均単価はｋｇ￥１８８

前年比２００％。静岡物の入荷は予想を下回り、中國物が増加した。産地別で

は、北海物の入荷は３、８３１トン前年比７８％、平均単価はｋｇ￥１８５前年比２

３１％。静岡物は３８４トン前年比６７％、平均単価はｋｇ￥２７０前年比１３１％。

中国物は２９１トン前年比３５９％、平均単価はｋｇ￥１２１前年比１１６％。となっ
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ている。 

名古屋市場 

名古屋市中央卸売市場の１２月の玉葱販売量は６，５３７トン前年比８２％

（前月比９７％）で前年比、前月比とも減となっている。主力は北海物で、販売量

は６，４２６トン前年比８１％、占有率は９８％前年比２ポイントダウン。中国物は

８９トン前年比３９２％、占有率１％前年比１％アップ。兵庫物は９トン前年比４８

７％。総平均単価はｋｇ￥１４９前年比２１０％（前月比１０５％）。産地別の平均

単価は、北海物はｋｇ￥１５０前年比２１１％。中國物はｋｇ￥１１５前年比１３１％。

兵庫物はｋｇ￥２８６前年比１１５％となっている。 

１月に入り、北海物の初荷は当初から例年より遅れると聞いていたが、年明

け早々の大雪で輸送が乱れ、月半ばになっても着荷は少なかった。不足分は

在庫品で対応したが、引き合いも少なく、深刻な品不足にはならなかった。スー

パーなど小売店の年末年始の売れ行きが芳しくなかったためと思う。静岡物の

極早生は、冷え込みて生育が停滞し、日量１トン程度の少量入荷で、顔見世程

度にとどまり売り込みが出来ない始末。昨今では、愛知物が隔日に３トン程度

入荷している。品質は静岡物に比べ、多少扁平球があるものの、Ｌ中心で良好

である。北海物は道東地区中心の入荷だが、数量的に少なく品薄で、転送物で

補充しながら凌いでいる。多過ぎるのも遣り辛いが、少な過ぎるのは更に遣り

辛く苦労が絶えない。 

大阪本場 

大阪市中央卸売市場本場の１２月の玉葱の販売量は、３，５９０トン前年比７

６％（前月比１０９％）で先月同様前年比減、前月比増となり、北海物の入荷が

相変わらず少なかった。産地別の販売量は、北海物が２，９６６トン前年比６

９％、占有率８３％前年比８ポイントダウン。兵庫物は５８５トン前年比１３５％、
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占有率１６％前年比７ポイントアップ。今月も他市場に比べ北海物の入荷減が

目につく。総平均単価はｋｇ￥１６４前年比２２２％（前月比１０５％）。数量減で

強保ち合い基調であった。産地別の月間平均単価は、北海物はｋｇ１５１で前年

比２３３％。兵庫物はｋｇ￥２３０で前年比１４０％。となっている。 

１月に入って、月前半の入荷は日量１００トン以下で前年比半減以下の日が

続いたが、荷動きが鈍く目立った品不足には成らず、相場は保合で推移した。

主力の北海物は、産地在庫の減少で、出荷開始をずらしたことや、大雪による

輸送便の欠航で着荷が大幅に遅れた。兵庫の冷蔵物は、学校給食向けの２Ｌ

の引き合いが堅調だったが、Ｌ・Ｍの動きは鈍化傾向となった。静岡の極早生

の入荷量は計画の半分以下の日が多く、卸では割当て販売が続き、人気は今

ひとつとなった。昨今、入荷は増加傾向にあるものの、品不足が続いている。北

海物はやや増加したものの、荷動き回復で２Ｌ、Ｌ大が品不足、Ｌ、Ｍは需給均

衡も高値悩み。兵庫物は、品質格差が目立ち、価格差が生じ引き合い鈍化。静

岡物は依然として入荷少なく、割り当て販売が続いている。 

１月５日～２０日の販売量は１，３９５トン前年比６５％、平均単価はｋｇ￥２０４

前年比２２９％。産地別では、北海物は１，０３９トン前年比５６％、平均単価はｋ

ｇ￥１８１前年比２４８％。兵庫物は２６８トン６前年比１４４％、平均単価はｋｇ

￥２６５前年比１４６％。静岡物は６６トン前年比７３％、平均単価はｋｇ￥３１１前

年比１３６％となっている。 

福岡市場  

福岡市中央卸売市場の１２月の玉葱販売量は、１，９０８トン前年比８２％(前

月比９５％)で、前年比、前月比とも減少傾向が続いている。北海物が主力で、

北海物の販売量は１，５８１トン前年比７４％、占有率８３％で前年比９ポイント

ダウン。中国物は２８０トン前年比２０６％、占有率１５％前年比９ポイントアップ。
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香川物は２４トン前年比７５％、占有率１％で前年と同じ。総平均単価はｋｇ￥１

６９前年比２０９％（前月比１０５％）で前年比、前月比高となっている。産地別の

平均単価は、北海物はｋｇ￥１７８前年比２２８％。中国物はｋｇ￥１０８前年比１

３０％。香川物はｋｇ￥２５１前年比１４７％。となっている。 

１月に入ってからも、北海物は大雪の影響で輸送便が乱れ、予定通り着荷し

なかったが、品薄が続いた割には荷動きに変化がなく、市況は保合を維持した。

しかし、２Ｌ、Ｌ大は品薄で手当て出来ず、買参人には￥５，０００を提示し注文

を抑えた。年末まではＭの動きが鈍く投げ売りも発生したが、年明けは品薄で

在庫は殆ど捌けた。香川の冷蔵物は、品質は良好で球流れは２Ｌ、Ｌ中心。希

望販売値は良心的で助かっている。北海物は２月には更に少なくなると言われ、

対応に追われている。 

１月５日～２０日の玉葱の販売量は９１０トン前年比９２％、平均単価はｋｇ

￥１７８前年比１８９％。前年に比べ入荷減で大幅高となっている。 

 

 

 

１月２４日（月）の建値市場の玉葱市況は次の通り 

【札幌市場】 入荷９６トン   強保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,300～4,000、 Ｌ大￥4,300～3,800、 Ｌ￥3,900～3,700、  

          Ｍ￥2,500～2,400。 

静  岡 10kgDB  Ｌ￥3,500～3,200、 Ｍ￥3,000～2,800、 Ｂ￥2,800～2,700。                 

【太田市場】  入荷３３１トン  弱保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,500～4,300、  Ｌ大￥4,200～4,000、 Ｌ￥4,000～3,800、      

          Ｍ￥2,800～2,600。 
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静  岡 10kgDB２Ｌ￥2,500～2,400、 Ｌ￥3,000～2,800、  Ｍ￥2,600～2,500、 

           Ｂ￥2,600～2,500。      

愛  知 10kgDB２Ｌ￥2,400～2,300、 Ｌ￥2,800～2,600、  Ｍ￥2,500～2,400、 

           Ｂ￥2,500～2.300。      

【名古屋北部市場】  入荷１００ トン  保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,200～4,000、 Ｌ大￥4,200～4,000、 Ｌ￥3,900～3,800、      

          Ｍ￥2,800～2,600。 

静  岡 10kgDB２Ｌ￥2,600～2,500、 Ｌ￥3,000～2,900、 Ｍ￥2,700～2,600、ぬ 

           Ｂ￥2,500～2,400。      

愛  知 10kgDB２Ｌ￥2,600～2,500、 Ｌ￥3,000～2,800、 Ｍ￥2,700～2,500、 

           Ｂ￥2,500～2,400。 

【大阪本場】 入荷１６１ トン   保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,200～      Ｌ大￥4,200～4,000、 Ｌ￥4,000～3,800、      

          Ｍ￥2,800～2,600。 

兵  庫 10kgDB２Ｌ￥2,400～2,200、 Ｌ￥2,800～2,400、  Ｍ￥2,400～2,200、  

静  岡 10kgDB２Ｌ￥2,800～2,600、 Ｌ￥3,200～3,000、  Ｍ￥2,800～2,600、 

           Ｂ￥2,800～2,600。      

愛  知 10kgDB２Ｌ￥2,600～2,500、 Ｌ￥3,000～2,800。 

【福岡市場】 入荷１３２ トン   保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,800～4,500、 Ｌ大￥4,800～4,500、 Ｌ￥4,200～3,900、      

          Ｍ￥3,000～2,800。 

香  川 10kgDB２Ｌ￥2,300～2,100、  Ｌ￥2,500～2,300、   Ｍ￥2,300～2,100。    
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供給(産地)の動き 

北海道では、年内出荷が前進化し進捗率が計画を上回る状態となったこと

で、年末年始の出荷停止期間を長くし、出荷を抑制した。年末のホクレンの調

査では、年内の出荷進捗率は７１.５％に達し、年明けの生食向けの出荷量は９

１，３５０トン前年比７０．７７０トンの減少になる。と言われている。年明けから出

回る静岡の極早生は、寒波による冷え込みで、生育が停滞し、１月出荷は前年

比８０％前後（計画は１０７％）になる予想である。年明け以降増加傾向が続くと

予想された輸入物も、国際的なコロナ禍の感染拡大で、海陸輸送費の高騰、海

上コンテナーの滞留、空コンテナー不足、人手不足等で停滞している。従って２

月以降の需給バランスは、今迄以上にタイトになる可能性が高い。 

北海道産地 

産地では、ＪＡ、商系を問わず越年在庫は過去に例を見ない少なさだと言う。

特に中晩生種の「北もみじ２０００」に切り替わってからは、球流れは予想以上

の小振りで、Ｍの比率が高く、販売に苦戦した。市況は２Ｌ、Ｌ大は品薄高、Ｌは

保合。Ｍは弱保合の展開となった。年明けの出荷開始は大雪などで後ズレした

が、平年比（過去５年の平均値）６０％前後に減少することで、２月市況は堅調

に推移すると予想されている。年明けの市況高を期待して、少量を手持ちして

いる筋もあるが、品質が今ひとつで、見劣りする物が目立ち始めている。 

府県産地 

冷蔵物の主産地である兵庫（淡路島）では、高値市況を反映して出荷は前進

化し、越年在庫は４５９，０００ケース前年比９２％（全玉連調べ）となっている。

全国的な越年在庫は約９，６５０トン前年比９２％と報告されている。 

例年、１月早々から出回る静岡の極早生物も、年末からの寒波による冷え込

みで生育が停滞し、１月出荷は前年比８０％前後に留まる状態である。玉葱は
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通常生育が後ズレする方が反収増になると言われているので、此の先の増収

を期待したい。現在出荷の玉流れは、圃場格差はあるものの、２Ｌ６％、Ｌ５７％、

Ｍ３０％、Ｂ６％でＢ品等の裾ものが少なく良好である。２月は最盛期となるので

出荷量は計画を上回ると予想している。 

静岡に次ぐ長崎・佐賀の生育は、天候不順で圃場格差はあるものの、昨今の

高値市況を反映して、抜き採り出荷が始まっている。生産者の多くに、極早生

系は肥大が進むと格外品（分球、裂球）の発生が多くなり、収量は多くなるが収

益が低下するので、相場の高い時期は若採りが有利との風潮がある。 

輸入動向 

 １２月の輸入は速報値で，２６，１１８トン前年比１３９％。国際的なコロナ禍に

より輸送停滞や費用の高騰、人手不足等のほか、コスト高が深刻化し、輸入量

は予想量をかなり下回った。主力の中国物は２４，５７０トン前年比１３３％。アメ

リカ物が１，５３９トン前年比５４０％。オランダが９トンで前年の輸入はなし。 

中國、現在の供給産地の甘粛省は、既に終盤を迎えている。今シーズンは

増反で国内外の需要も落ち着いた状態で推移していたが、コロナ禍の影響で

海上運賃の高騰や資材等の値上がりで、オファー価格は上昇している。後続産

地の雲南省は減反ながら、生育は順調と報告されている。現在価格は２０ｋｇ・

Ｃ＆Ｆ、ムキ玉＄１２.00、皮付き＄９.60に値上がりしている。 

アメリカ、日本向け産地のワシントンの越年在庫は前年比８４％。今シーズン

は高温・旱魃の影響で不作となり、国内マーケットも堅調である。輸出は深刻な

空コンテナーが不足で船積が停滞している。現在の日本向け価格は５０￡・

C&F・Ｊサイズ＄２５.00。ＬＭサイズ＄１８.00の水準である。 

ニュージランド、今シーズンの作付面積は前年比９６％。現在、主産地のプケ

コへでは早生種のＥＬＫの収穫が始まっているが、高温・旱魃・病害の影響で不
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作になると予想されている。また、他国と同様に船積みのスペース確保が困難

である。と報告されている。日本向けの現在価格は、７０～８０㎜サイズ・２０ｋｇ・

Ｃ＆Ｆ・￥１，９００である。 

 

２月の市況見通し 

野菜の市況は、天候や需給環境の変化に即反応し、短期間に大きく変動す

る。今シーズンの玉葱も、高温・旱魃による北海物の不作、冷え込みによる静

岡物の生育停滞、国際的なコロナ禍による輸入物の減少など不測の環境変化

で、市況変動も激しい。この先、端境期を迎える玉葱の市況見通しは難しい。主

力の北海物の産地在庫は、前述の様に希有の少なさであり、輸入は輸送関係

の支障が続き増加が困難。新物は低温による生育遅れ、いずれにしても２月の

供給量は､予想以上に減少する可能性が高い。他方、需要はコロナ禍による外

食筋の低迷と高値悩みで減少傾向が続く。需給バランスはどちらに傾くか予断

は難しい。私見では、特に品不足の北海物はＬ大とＬの価格差が縮小し、一時

的には一段高になるが、新物の増加と共に軟化すると見ている。２月市況は月

前半は一段高か保合い、後半は軟化傾向になると見ている。（了） 笹野敏和 記 

 


